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第１ 本部運営訓練 

 

１ 訓練の主眼 

(1)  秋田県災害対策本部（以下「災害対策本部」という。）、消防応援活動調整 

本部（以下「調整本部」という。）、指揮本部及び指揮支援本部を設置し、秋

田県内消防応援隊（以下「県内応援隊」という。）及び緊急消防援助隊の応援

要請を含めた秋田県及び被災地の受援体制の強化を図る。  

(2)  指揮支援部隊による部隊及び道県大隊の運用に関する調整力の向上を図る。 

(3)  防災関係機関との相互調整及び連携能力の向上を図る。 

 

２ 日時 

図上訓練  令和６年 11 月２日（土） ８時 30 分から 12 時 30 分まで 

実動訓練①  令和６年 11 月２日（土） ９時 30 分から 17 時 30 分まで 

実動訓練② 令和６年 11 月３日（日） ８時 30 分から 11 時 00 分まで 

 

３ 場所 【別添１－１】 

(1) 災害対策本部及び調整本部設置・運営訓練  

ア 図上訓練、実動訓練②  

「秋田県庁第二庁舎」 秋田市山王三丁目１番１号  

 (2) 指揮本部及び指揮支援本部設置・運営訓練 

ア 図上訓練、実動訓練① 

 「秋田市消防本部」 秋田市山王一丁目１番１号  

イ  実動訓練②  

「秋田県庁第二庁舎」 秋田市山王三丁目１番１号  

 

４ 統一事項 

(1) 図上訓練 

ア ブラインド型の図上訓練とし、仮想の災害状況が随時付与されるロール 

プレイング方式で実施する。 

イ 緊急消防援助隊動態情報システム（以下「動態情報システム」という。）

について、あらかじめシナリオに基づき作成したキャプチャーを利用する。 

ウ 部隊参集訓練及び部隊運用訓練とは、連携しないものとする。 

エ 応援要請は、「応援要請・情報伝達基本フロー図」【別添１－２】のとお

り行うものとする。 

(2)  実動訓練① 

ア 指揮支援本部において指揮支援隊は、部隊参集訓練及び部隊運用訓練と

連携し、主に緊急消防援助隊の活動管理を行う。 

イ 動態情報システムを最大限に活用し、各隊と連携して情報共有を行う。 

(3) 実動訓練② 

ア 調整本部において統括指揮支援隊は、部隊運用訓練と連携して指揮支援
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部隊を統括し、主に緊急消防援助隊の活動調整を行う。 

イ 指揮支援本部において指揮支援隊は、部隊運用訓練と連携し、主に緊急

消防援助隊の活動管理を行う。 

ウ 動態情報システムを最大限に活用し、各隊と連携して情報共有を行う。 

 

５ 災害対策本部及び調整本部 

(1) 参加機関 

ア 図上訓練 

(ア) 秋田県 

(イ) 総務省 消防庁 広域応援室 

(ウ) 防衛省 陸上自衛隊 第 21 普通科連隊 

(エ) 防衛省 航空自衛隊 秋田救難隊 

(オ) 国土交通省 東北地方整備局 秋田河川国道事務所 

(カ) 国土交通省 海上保安庁 秋田海上保安部 

 (キ) 秋田県警察本部 警備部警備第二課 

(ク) 秋田ＤＭＡＴ 

(ケ) 仙台市消防局（緊急消防援助隊統括指揮支援隊） 

(コ) 秋田市消防本部（秋田県代表消防本部、被災地消防本部）  

イ 実動訓練② 

(ア) 秋田県 

 (イ) 秋田ＤＭＡＴ 

（ウ）仙台市消防局（緊急消防援助隊統括指揮支援隊） 

(エ) 秋田市消防本部（秋田県代表消防本部、被災地消防本部） 

(2)  統括指揮支援隊の指定 

緊急消防援助隊の応援等の要請等に関する要綱（以下「要請要綱」という。）

に基づき、指定順位第１位の仙台市消防局を統括指揮支援隊とする。 

(3)  基本的な流れ 

ア 図上訓練 

(ア) 秋田県災害対策本部を設置 

(イ) 被災状況、秋田県が行う災害対策の各種情報の集約及び整理 

(ウ) 応援等要請に関する手続き 

(エ) 受援体制の構築（県庁内に調整本部を設置） 

(オ) 統括指揮支援隊の受け入れ調整 

(カ) 緊急消防援助隊等に対する部隊配置等の活動調整 

(キ) ヘリ運調班との連絡及び活動調整 

(ク) 防災関係機関との連絡及び活動調整 

イ 実動訓練② 

(ア）緊急消防援助隊等に対する部隊配置等の活動調整 

(イ）ヘリ運調班との連絡及び活動調整 

(ウ）防災関係機関との連絡及び活動調整 
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(4) 訓練終了 

ア 図上訓練 

12 時 00 分から、その場にて検証会を実施し、12 時 30 分に訓練を終了と

する。 

イ 実動訓練② 

11 時 00 分に訓練終了とする。その後、訓練終了式に参加するため、メイ 

ン会場に移動する。 

 

６ 指揮本部及び指揮支援本部 

(1) 参加機関 

ア 図上訓練 

(ア) 秋田市消防本部 

(イ) 札幌市消防局（緊急消防援助隊指揮支援隊） 

(ウ) 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部（県内応援隊指揮、活動調整） 

イ 実動訓練① 

(ア) 秋田市消防本部 

(イ) 新潟市消防局（緊急消防援助隊指揮支援隊） 

(ウ) 能代山本広域市町村圏組合消防本部（県内応援隊指揮、活動調整） 

ウ 実動訓練② 

(ア) 秋田市消防本部 

(イ) 札幌市消防局（緊急消防援助隊指揮支援隊） 

(ウ) 新潟市消防局（緊急消防援助隊指揮支援隊） 

(エ) 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部（県内応援隊指揮、活動調整） 

(2) 指揮支援隊等の指定 

指揮支援隊は、要請要綱に基づき、図上訓練は札幌市消防局、実動訓練①は

新潟市消防局、実動訓練②は震災対応訓練（市北部想定）を札幌市消防局、

震災対応訓練（市南部想定）を新潟市消防局とし、県内応援隊の指揮及び活

動調整として大曲仙北広域市町村圏組合消防本部とする。 

(3) 指揮支援本部長の指名 

指揮支援本部長は、図上訓練は札幌市消防局指揮支援隊長、実動訓練①は

新潟市消防局指揮支援隊長、実動訓練②は札幌市消防局指揮支援隊長及び新

潟市消防局指揮支援隊長とする。 

(4) 基本的な流れ 

ア 図上訓練 

(ア) 指揮本部及び指揮支援本部 

ａ  秋田市の被災により秋田市消防本部に指揮本部を設置 

ｂ  被害状況の収集及び整理と消防力の優劣判断 

ｃ 県内応援隊の要請検討及び手続き 

ｄ 緊急消防援助隊の要請検討及び手続き 

ｅ 受援体制の構築（秋田市消防本部内に指揮支援本部を設置） 
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ｆ 受援活動の実施（情報共有、引継ぎ、連携等） 

ｇ 緊急消防援助隊等に対する部隊配置等の活動調整 

(イ) 訓練終了 

12 時 00 分からその場にて検証会を実施し、12 時 30 分に訓練を終了と

する。 

イ 実動訓練①、② 

(ア) 指揮本部及び指揮支援本部 

ａ  部隊参集訓練における情報収集 

ｂ  緊急消防援助隊等に対する部隊配置等の活動調整 

ｃ 部隊運用訓練に関する情報収集、活動状況等の把握 

ｄ 指揮支援隊による活動管理 

 (イ) 訓練終了 

実動訓練①は、17 時 00 分からその場で検証会を実施し、終了後、八橋

運動公園に移動する。 

実動訓練②は、11 時 00 分に訓練終了とし、訓練終了式に参加する。 

 

７ 訓練の評価等 

(1) 訓練終了後、各訓練会場で検証会を実施する。 

(2) 参加者は訓練参加者、訓練検討員、評価者及び訓練運営員とする。 

(3) 進行は訓練運営員が行う。 

(4) 評価者は実行委員会事務局があらかじめ指名する。 

(5) 評価者は評価表に基づき評価する。 
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第２ 部隊参集訓練 

 

１ 訓練の主眼 

(1)  進出拠点及び１日目の訓練会場を部隊参集訓練中に示すことで、より実災

害に近い訓練を実施する。 

(2) 調整本部等（仮想）からの連絡に基づいて、道路寸断等を回避した適切な

進出ルートを検討、決定することで、進出時における判断能力の向上を図る。 

(3) 動態情報システム等を活用して連絡体制を確立し、後続隊等と確実な情報

共有を図る。 

 

２ 日時 

令和６年 11 月２日（土） ８時 30 分から 14 時 00 分まで 

 

３ 統一事項  

(1)  本災害は、基本計画に定める第１次出動都道府県（青森県、岩手県、宮城

県、山形県）大隊及び出動準備都道府県大隊のうち、出動可能な道県（北海

道、福島県、新潟県）大隊等に対し消防庁長官から出動の求めがなされたも

のとする。なお、第１次出動都道府県大隊については、要請要綱別表Ａ－１、

区分Ⅱによる迅速出動が適用されたものとする。 

(2) 部隊参集訓練は、本部運営訓練（実動訓練①）とリンクするものとする。 

(3) 進出拠点については、部隊参集訓練開始後に、消防庁等から各県統合機動

部隊及び道県大隊等に対して、動態情報システム等により付与する。 

(4) 陸路で参集する隊は、次に示す通過ポイント及び通過時間を踏まえ、事前

に隊ごとに進出スケジュールを作成し、進出すること。なお、通過時間前

に通過ポイントに到着した場合には、通過時間に合わせて通過ポイントか

ら進出すること。【別添２】 

参加道県 通過ポイント 
通過時間 

統合機動部隊 道県大隊等 

北海道    

青森県 秋田自動車道釈迦内 PA（上り・下り） 10 時 05 分 10 時 50 分 

岩手県 秋田自動車道錦秋湖 SA（下り） 10 時 10 分 10 時 55 分 

宮城県 秋田自動車道錦秋湖 SA（下り） 10 時 40 分 11 時 25 分 

山形県 にかほ市消防本部 10 時 35 分 11 時 20 分 

福島県 秋田自動車道錦秋湖 SA（下り）  11 時 10 分 

新潟県 にかほ市消防本部  11 時 00 分 

(5) 進出拠点出発から１日目の部隊運用訓練会場到着までの参集時間帯におい

ては、給油施設に被災の混乱による行列が発生し、給油に支障が生じてい

る想定とする。 

各大隊は、通過ポイント付近等で給油のうえ進出するほか、後方支援小隊 

による燃料調達を行うなど、柔軟に対応すること。 
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４ 進出拠点到着後の統合機動部隊長及び各道県大隊長等の任務 

(1) 統合機動部隊長及び道県大隊長等は、進出拠点到着後、訓練運営員に隊名

及び規模について報告する。 

(2) 統合機動部隊長及び道県大隊長等は、応援先や任務等の情報提供を受ける。 

(3) 統合機動部隊長は、後続の県大隊に対して、訓練運営員から受けた情報を

伝達する。 

 

５ 動態情報システム等の活用における留意点 

情報収集及び共有は、動態情報システムを常時活用すること。
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第３ 部隊運用訓練 

 

１ 訓練の主眼 

(1) 同時多発的に発生した災害をブラインド型訓練で実施することにより、緊

急消防援助隊の指揮能力及び活動能力の強化を図る。 

(2) 災害現場における通信体制及び情報共有体制を構築するとともに、関係機

関との連携強化を図る。 

(3) 二次災害防止のため、活動中止の基準を定める必要がある状況等を付与し、

安全管理体制の強化を図る。 

 

２ 日時 

(1) 令和６年 11 月２日（土）  12 時 00 分から 17 時 00 分まで 

(2) 令和６年 11 月３日（日）     ８時 30 分から 11 時 30 分まで 

 

３ 訓練場所  

(1) １日目 ※ブラインドとする。 

(2) ２日目 「旧空港跡地」 秋田市新屋町字割山地内【別添３－１】 

 

４ 統一事項 

(1) 事前に訓練会場及び内容の細部を提示しないブラインド型訓練とする。た

だし、訓練の進行上必要な部分に関しては、あらかじめオープンとする。 

また、関係機関に対しては原則、訓練会場、被害状況、活動内容等をあら

かじめオープンとする。 

(2) 訓練進行に係る指示及び活動情報伝達は、「部隊運用訓練進行指示及び活

動情報伝達フロー」【別添３－２】のとおりとし、各訓練現場に配置する訓

練運営員により進行統制を行う場合があること。  

(3) 複数の道県大隊が同一現場で活動する場合は、指揮支援隊長が統括道県大

隊長を指名すること。 

(4) 安全管理部隊の編成を行い安全管理体制の強化を図ること。ただし、現場

の状況や部隊数の不足等により編成が困難な場合はこの限りではない。 

(5) 関係機関との情報共有や活動調整等のために、各訓練現場にそれぞれ現地

合同調整所を設置し、関係機関と密接な連携を図ること。 

(6) 工作物、車両等の破壊活動を行う場合は、現示内容及び訓練運営員の指示

に従うこと。 

(7) 構造物に対し統一的な活動標示（マーキング）を行うこと。ただし、既存

建物等において制約がある場合は、訓練運営員の指示に従うこと。 

(8) 道県大隊長等は、長時間の活動が見込まれる場合には、隊員の休憩や部隊 

交代等（活動隊の時間毎の切替えを含む。）を考慮すること。 

(9) 救急活動は以下のとおりとする。 

ア 各消防本部が所属するメディカルコントロール協議会で定めるプロトコ 
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ールに従い実施すること。 

イ トリアージタッグ及び各救急資機材は、各道県隊が所有するものを使用

すること。 

ウ トリアージタッグにナンバーを記載する際、既に各救急隊でナンバーを

記載している場合は、二重線で削除すること。 

エ 応急救護所の運営及び医療機関への搬送に関わる連絡、調整は、以下の

とおりとする。 

（ア）訓練１日目 

現場指揮本部と応急救護所を運営する救急隊が行うこと。 

（イ）訓練２日目 

「実施要領 第１ 本部運営訓練」５災害対策本部及び調整本部 イ 

実動訓練②の（イ）秋田ＤＭＡＴ及び部隊運用訓練での現場秋田ＤＭＡ 

Ｔと協議協同して行うこと。 

オ 特定行為の指示要請は仮想病院のホットラインに行い、具体的指示を受 

けた後に実施すること。なお、処置は仮想で処置に要する時間は定めない 

こととし、傷病者の左腕に「処置タグ」【別添３－４】を用いて掲示する 

こと。ただし、アドレナリン投与は各 MC のプロトコルに従い一定の周期 

で行うこと。 

カ 搬送救急隊は、医療機関収容時にトリアージタッグ等を用いて、医師に

申し送ること。なお、評価者役の医師からフィードバックを受けた後、次

の活動に移行すること。 

キ 傷病者の観察は実災害同様に行うこと。ただし、次の制限を設ける。 

(ア) トリアージは、現場状況を考慮したトリアージ方式で実施すること 

とする。 

(イ) 傷病者は生体又はダミー人形とする。 

(ウ) 傷病者（生体）の観察及びバイタルサインの測定は実測とする。ただ

し、演技できない循環等に関しては、実測と違う設定のみ傷病者役等が

口頭等で付与する。 

(エ) 傷病者（ダミー）の初期の状態は、№１傷病者現示カード【別添３－

３】で現示する。 

(オ) 救護所内に搬送された傷病者（ダミー・生体）のバイタルサインは№

２傷病者現示カード【別添３－３】または傷病者が口頭等で付与する。 

(カ) 医療チームによる医療行為に伴う容態変化等への対応については、コ

ントローラーが口頭等で付与する。 

(キ) 容態変化がある場合、変化後のバイタルサインを必ずトリアージタッ

グに記載すること。  

(ク) 外傷は口頭又はテープ（開放創は赤色、打撲痕等は青色、毒劇物剤の

付着は黄色）で表示する。 

(ケ) 痛覚刺激を与える場合は、傷病者に触れず、動作のみとし「痛み刺激」

と発声すること。    
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(コ) 傷病者（生体）の着衣の切断及び脱衣は行わないこと。 

(サ) 女性傷病者（生体）の観察については、肩より中枢側及び膝より中枢 

側の触診及び聴診は行わないこと。 

(シ) 傷病者に侵襲を与える気道確保、静脈路確保、薬剤投与及び酸素投与

を実施する際は「みなし」とし、実施した処置がある場合、事前に配布

してある「処置タグ」【別添３－４】を傷病者の左腕に取付け、その旨

を必ずトリアージタッグに記載すること。 

(ス) バックボード等は仮想病院からの引揚げ時に回収し、自隊以外の物品

については救護所に返却すること。 

 (10) 搬送先仮想病院 

ア 仮想病院への救急搬送時、敷地内を走行時は、赤色警光灯、前照灯の点

灯及びサイレンを吹鳴、一般道はサイレンを使用しない普通走行とし、赤

色警光灯のみを点灯させること。 

イ 仮想病院は、次のとおりとする。 

(ア) １日目 ブラインドとする。    

(イ) ２日目 秋田防災病院（仮称） 【別添３－５】  

「秋田防災ステーション」 秋田市新屋町字天秤野 148 番地 

   

５ 訓練進行 【別添３－６】 

(1)  待機、出動及び部署 

    ア １日目 

各進出拠点を待機場所とする。 

訓練会場までは通常走行とし、敷地内に進入時、赤色警光灯、前照灯の 

点灯及びサイレンを吹鳴、車両部署後、停止する。 

イ ２日目 

８時 00 分までに下記のとおり待機を完了させること。 

訓練 道県名 待機場所  
出動 

時間 

① 訓練 

8:30 開始 

山形県 

新潟県 
現着部署位置 ８：30 

② 訓練 

8:40 開始 

岩手県 

宮城県 
現着部署位置  ８：40 

③ 訓練 

8:50 開始 
青森県 会場内指定場所 ８：55 

④ 訓練 

9:00 開始 

北海道 

福島県 
会場内指定場所  

９：00 

以降 

      訓練の開始は、訓練運営本部の「○○訓練開始」のアナウンス及び訓練 

進行員の合図とする。  

 現着部署位置から訓練を開始する道県大隊については、訓練開始の合図 

を受け、その場で各隊一斉に赤色警光灯、前照灯の点灯及びサイレンを吹 
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鳴し、約 10 秒間後に停止する。 

それ以外の道県大隊については、訓練開始の合図を受け、赤色警光灯、 

前照灯の点灯及びサイレンを吹鳴させ会場内を走行、原則、車両部署後、 

サイレン等を停止する。 

(2) 活動 

各活動隊は、訓練会場で活動を開始している被災地消防本部や秋田県内応

援隊等から現場状況を確認し、現示状況と合わせて活動を行うこと。 

(3) 訓練終了 

各訓練会場により訓練終了時間は異なるが、次に掲げる場合は訓練終了と

する。 

ア 訓練進行統制員から訓練終了の指示があったとき。 

イ 訓練会場における要救助者をすべて救出し、搬送が完了したとき。 

ウ 訓練会場における災害が終息したとき。 

エ あらかじめ設定している訓練終了時間になったとき。 

(4)  撤収 

各道県大隊長等及び県内応援隊の長は、訓練運営員の指示により、各隊へ

撤収作業を実施させること。 

(5) その他 

訓練進行統制員は、各訓練の活動状況により必要に応じて、大隊長等と調

整しながら進行統制を行う。 

 

６ 安全管理 

(1) 転落防止等の自己確保の設定を確実に行うこと。 

(2) 長時間の訓練となることから、隊長は隊員の疲労等を考慮し活動すること。 

(3) 要救助者の救出の際は、安全な救出活動に配慮し、搬送の際は、ストレッ

チャー等の転倒等に注意すること。 

(4) 安全管理員又は訓練運営員が活動危険と判断した場合には、訓練を一時中

断する。 

 

７ 訓練の振り返り 

(1) 訓練終了後、各訓練会場でミーティング形式により振り返りを行う。 

(2) 参加者は各道県大隊等指揮隊、県内応援隊指揮隊等及び訓練参加関係機関

代表者とする。 

(3) 進行は、訓練進行統制員が行う。 
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第４ 後方支援活動訓練 

 

１ 訓練の主眼 

(1) 受援側は、進出拠点及び宿営場所等の受け入れ体制の構築を図るとともに、

応援側は、限られたスペース、施設等を有効に活用し、効率的な後方支援

活動を行うことにより、自己完結能力の向上を図る。 

(2) 食事及び衛生面の運用管理等は、大隊単位で一体的かつ効率的に行うこと

により、連携強化及び後方支援活動の省力化を図る。 

(3) 各大隊が連携して実施することが望ましいと判断される項目は、関係大隊

で協議、調整し、各大隊の枠を超えて一体的な訓練を行うことにより、長期

継続可能な後方支援活動の基盤形成を図る。 

 

２ 日時 

令和６年 11 月２日（土） 12 時 00 分から 

令和６年 11 月３日（日） ９ 時 00 分まで 

 

３ 場所 【別添４－１】 

(1) 後方支援活動訓練全体 

「八橋運動公園」 秋田市八橋運動公園 

(2) 宿営訓練  

    ア 屋外宿営 

「健康広場、スペースプロジェクトドリームフィールド」 公園内 

 イ 屋内宿営① 

「秋田県立体育館」 秋田市八橋運動公園１番 

    ウ 屋内宿営② 

「秋田県スポーツ科学センター」 秋田市八橋運動公園１番５号 

   

４ 統一事項 

(1) 後方支援中隊長は、受付場所で受付をすること。 

(2) 原則、各道県大隊、県内応援隊で自己完結すること。 

(3) 消防庁無償使用車両を有効かつ実践的に活用すること。 

 

５ 訓練内容および留意事項  

(1) 給食訓練 

ア 給食訓練の会場指定は行わない。状況に応じてスペースを確保し、実施 

 すること。 

イ 直接地面に影響を及ぼす裸火の使用は厳禁とする。 

ウ 原則、生じるごみは持ち帰ること。 

(2) 宿営訓練 

  ア 屋内宿営会場は、土足厳禁エリアがあるため、指定された場所で内履き 
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に履き替え、外履きは自己管理すること。 

イ 体育館内でベッド等を使用する際は、床面の損傷防止のため、各道県準 

備のブルーシート等を敷き、さらに事務局で用意するホースの切れ端を脚 

部に敷く等の措置を講じること。 

     ウ 屋内宿営会場は、22 時 30 分に消灯し、23 時 00 分から翌４時 00 分まで 

施設の出入り口を閉鎖する。 

    エ 屋外宿営会場の芝生保護のため、車輪等を有する運搬用カーゴ等の使用 

は禁止とする。 

  オ 宿営訓練会場からの最終退場時間は、３日９時 00 分とする。 

     カ 女性隊員の宿営については、屋内宿営②の「秋田県スポーツ科学センタ 

ー」とする。なお、各道県大隊内で通常対応する場合は、この限りではな 

い。 

 (3) 活動調整会議  

ア 会議は、令和６年 11 月２日（土）20 時 00 分から実施する。 

イ 会場は、宿営会場ごとの３台の拠点機能形成車とし、使用する車両は宿

営会場ごとに大隊間で調整すること。 

ウ 実施方法は、３つの会場と各指揮支援隊を動態情報システムのインター

ネット回線で接続し、Web 会議方式で行う。 

エ 出席者は、指揮支援隊長、各道県大隊長、県内応援隊の代表及び各大隊

の動態情報システムの操作を行う者とする。 

オ 各道県大隊等、県内応援隊は、活動調整会議終了後、必要に応じ道県大

隊等ミーティングを実施すること。 

(4) 緊急消防援助隊活動報告（日報） 【別添４－２】 

ア 道県大隊長等は、活動規模、活動結果、活動予定その他必要な事項を記

載した活動日報を作成し、動態情報システムにて報告すること。 

イ 指揮支援隊長は、道県大隊長から報告された活動日報を確認する。 

     (5) 共通 

ア テント等を設営する場合は、ペグの打ち込みが不可のため、重量物等で 

固定すること。 

    イ 喫煙については、指定された場所のみとする。 

    ウ 既存施設のトイレは使用可能であるが、混雑等によりさらに必要と判断 

される場合は、各隊所有の簡易トイレを設置して対応すること。 

    エ 既存施設のトイレを使用時は、トイレットペーパーを持参すること。 

    オ 後方支援活動訓練会場からの最終退場時間は、３日 11 時 30 分とし、メ 

イン会場付近の指定駐車場（３日 11 時 00 分開放）に移動すること。 

  

６ 激励巡視 

(1) 日時 

令和６年 11 月２日（土） 18 時 30 分から 19 時 00 分まで 

(2) 巡視者 
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ア 総務省消防庁幹部 

イ 秋田県知事 

ウ 秋田市長 

(3) 要領 

ア 各道県大隊長は、訓練運営員が指定する場所に集合し、巡視者の到着を

出迎える。なお、大隊長等が不在の場合は、後方支援中隊長等代理の者

が行うこと。 

イ 各道県大隊長は、巡視者の到着を出迎えた後は、その列に加わることな

く、指定する場所で待機し、巡視者が巡回してきたら自隊の案内をするこ

と。 

ウ 活動中の隊員は整列することなく、後方支援活動訓練を継続すること。 

エ 巡視者からの質問に対しては、節度を持って応対すること。 
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第５ 燃料補給訓練 

 

１ 訓練の主眼 

大規模災害時に民間業者の協力を得て、速やかに補給体制の構築を図る。 

 

２ 日時及び場所 

(1)  令和６年 11 月２日（土） 12 時 00 分から 16 時 30 分まで 

   八橋運動公園内 指定場所 【別添４－１】 

(2)  訓練実施中適時 

     調整本部または指揮支援本部等から指定された各給油所 

 

３ 統一事項 

(1) 八橋運動公園内での燃料補給については以下のとおりとする。 

ア 指定した場所に民間業者の移動タンク貯蔵所を配置する。 

イ 油種は軽油のみとする。 

ウ 軽油ポリエチレン缶への詰め替え給油とし、車両への直接給油は行わな 

い。 

エ 携行缶は、危険物保安技術協会の認定マークがあるものとし、各消防本 

 部で準備すること。 

オ １回の給油は 20 リットルの定量とし、複数回の給油を可能とする。 

カ 精算は現金のみとし、訓練参加消防本部（局）単位で行うものとする。 

キ 領収書の後日再発行には対応できかねることから、給油量、領収書等は 

 その場で十分確認すること。 

(2) 調整本部または指揮支援本部等から指定された場所での燃料補給について

は、以下のとおりとする。 

ア 給油所の情報は動態情報システム等で情報提供する。 

イ 付近道路渋滞の回避に配慮し、分散して実施すること。 

ウ 指定された給油所以外での給油も可能とする。 

  

４ 遵守事項 

(1) 危険物を貯蔵又は取り扱う場合は、消防法令のほか、「震災時等における

危険物の仮貯蔵・仮取扱い等の安全対策及び手続きについて」（平成25年10

月３日付け消防災第 364 号・消防危第 171 号通知）において示される「震災

時等における危険物の仮貯蔵・仮取扱い等の安全対策及び手続きに係るガ

イドライン」を遵守すること。 

(2) 金属製携行缶の運搬・車両への補給時には、危険物の漏洩に厳重に注意し、

安全管理を徹底すること。 
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第６ 映像配信訓練 

 

１ 訓練の主眼 

可搬型衛星地球局（ＶＳＡＴ）、ヘリコプターテレビ電送システム（ヘリテ

レ）、無線中継車及び無人航空機（ドローン）を活用し、消防庁、調整本部、

指揮支援本部等に対して映像配信を実施することで、情報共有体制の強化を図

る。 

 

２ 日時 

(1) 令和６年 11 月２日（土） 12 時 00 分から 17 時 00 分まで 

(2) 令和６年 11 月３日（日）  ８ 時 30 分から 11 時 30 分まで 

 

３ 訓練項目 

(1) １日目 震災対応訓練（各訓練会場 ※ブラインド）  

(2) ２日目 震災対応訓練（旧空港跡地） 

   

４ 統一事項 

「映像配信訓練タイムスケジュール」【別添５】のとおり、あらかじめ参加

部隊及び時間を指定する。
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第７ 情報通信訓練 

 

１ 訓練の主眼 

(1) 公衆通信網の断絶を想定し、通信支援小隊、衛星電話、基地局折り返し機

能等を活用して通信連絡体制の確立、運用体制の確保を行う。 

(2) ビデオカメラ、可搬型端末（ｉＰａｄ）等を使用して、被災状況及び活動

状況を動画で記録、消防庁へ送信することで、情報共有体制の強化を図る。 

 

２ 日時 

令和６年 11 月２日（土） ８ 時 30 分から 

令和６年 11 月３日（日）  11 時 30 分まで 

 

３ 訓練項目 

(1) １日目 震災対応訓練（各訓練会場 ※ブラインド） 

(2) ２日目 震災対応訓練（旧空港跡地） 

  

４ 統一事項 

各道県大隊等は、次の内容を適宜適切に動画及び静止画に記録すること。 

(1) 集結場所、進出拠点及び進出時の状況 

(2) 災害現場における活動状況 

(3)  宿営場所における活動状況 
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第８ 無線通信 

 

１ 時刻統一・無線交信テスト 

(1) 日時 

令和６年 11 月３日（日）８時 00 分から８時 20 分まで 

(2)  場所 

「旧空港跡地」 秋田市新屋町字割山地内 

(3) 訓練運営本部と指揮支援部隊長、指揮支援隊長、道県大隊長の交信とする。 

(4) 使用チャンネルは統制波１とする。 

(5) 交信順 

指揮支援部隊長 ⇒ 指揮支援隊長 ⇒ 道県大隊長 

  

２ 優先事項 

(1) 第１位 訓練時の事故に関する通信（至急報） 

(2)  第２位 訓練出動指令に関する通信 

(3) 第３位 訓練活動報告に関する通信 

(4) 第４位 その他訓練に関する通信 

 

３ 統一事項 

(1)  通信体制は、「通信体制図」【別添６】を基本とする。ただし、無線の輻輳

により通信に混乱が生じる等、不測の事態には柔軟に対応すること。 

(2)  各隊の携帯電話は、動態情報システム可搬型端末付属の携帯電話及び各消

防本部（局）の公用携帯電話を使用すること。 

(3) 各種特定小電力トランシーバーで使用するチャンネルについては、ＣＨ１

～５を訓練運営側が使用するため、訓練参加隊等が同トランシーバーを使用

する場合は、別チャンネルを使用すること。 
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第９ 訓練全体統一事項 

 

１ 基本事項 

(1) 事故が発生した場合は次により対応すること。 

ア 事故の種別を問わず、下記の秋田県実行委員会事務局へ速やかに報告す

ること。 

イ 事故後の処置等については、原則各道県大隊等、各県内応援隊で対応す

ることとし、秋田県実行委員会事務局と協議すること。 

(2) 訓練会場内での車両移動は、訓練運営員の指示に従うとともに、事故防止

に十分配慮すること。 

(3) 訓練参加時における貴重品の管理は各自実施するとともに、駐車中の車両

及び資機材の管理についても徹底すること。 

(4) 感染症に対する基本的感染対策については、病原体の感染経路等を踏まえ

た対策を必要に応じて講じることとする。 

令和６年度緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練推進協議会 

秋田県実行委員会事務局（秋田市消防本部警防課内） 

〒010-0062 秋田県秋田市山王一丁目１番１号 

TEL 018-823-4243   FAX 018-823-9006 

Email:ro-frfs@city.akita.lg.jp 

 

２ 訓練参加部隊の表示 

(1) 緊急消防援助隊の車両は、平成 17 年４月 12 日付消防震第 18 号「緊急消

防援助隊出動車両用マグネットの送付について」により、各消防本部（局）

に配布されているマグネットシートを貼付し掲示するとともに、落下、紛失

防止に努めること。 

(2) 訓練参加車両は、「訓練」表示（Ａ４サイズ）【別添７－１】を運転の支

障にならず、かつ視認しやすい位置に掲示し、訓練に参加すること。  

 

３ 服装等 

(1) 本部運営訓練 

災害対応時と同様の装備とする。 

(2) 部隊参集訓練及び部隊運用訓練 

      災害対応時と同様の装備とする。 

(3) 後方支援活動訓練 

各道県大隊等の指定によるものとする。ただし、激励巡視の参列者の服装

については、活動服、略帽（アポロキャップ）、編上げ靴等とする。 

 

  ４ 車両展示 

  (1) 日時 

令和６年 11 月３日（日） ８時 30 分から 12 時 30 分まで 



実施要領 
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(2) 展示車両 

道県名 消防本部名 対象車両 

青森県 青森地域広域事務組合消防本部 津波・大規模風水害対策車 

宮城県 大崎地域広域行政事務組合消防本部 中型水陸両用車及び搬送車 

秋田県 秋田市消防本部 はしご車、支援車Ⅰ型 

福島県 いわき市消防本部 重機及び搬送車 

(3)  展示車両配置等  

訓練運営員の指示に従い８時 15 分までに【別添７－２】のとおり配置を 

完了させること。 

 なお、展示中は一般参観者への対応を行う隊員を配置すること。 

     (4)  その他 

     展示車両の洗車については、別途、連絡する。 

 

５ 来賓受付等 

(1) 日時 

令和６年 11 月３日（日） ７時 30 分から 

(2) 場所 

「旧空港跡地」 秋田市新屋町字割山地内 

 

  ６ 参観者等駐車場 【別添７－３】 

(1) 来賓駐車場 

後日送付する駐車証を持参し、車両内に掲示のこと。 

(2) 一般駐車場 

(3) 消防関係者駐車場 

(4) 後方支援部隊車両駐車場 

11 時 00 分以降に開放する。 

 

７ 記録員の指定 

(1) 訓練エリア内で記録、撮影する場合は、各道県代表消防機関が実行委員会

事務局に申告すること。なお、各道県５名以内とする。（次期開催県につい

てはこの限りではない。） 

(2) 訓練エリア内で記録、撮影を行う場合は、記録員であることがわかる腕章

及び保安帽等を着用し、訓練運営員の指示に従うこと。 

 

８ 事後検証会 

(1) 日時 

      令和７年１月中旬までに開催予定 

(2) 場所 

      「秋田県庁第二庁舎」 秋田市山王三丁目１番１号 

(3) 参加者 



実施要領 
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ア 訓練参加隊代表者 

指揮支援部隊長、指揮支援隊長、各道県大隊長等、県内応援隊の代表及

び秋田県防災航空隊長 

イ 訓練検討員及び訓練評価者 

ウ 訓練運営員代表者 

緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練推進協議会会長（秋田県総

務部総合防災課課長）及び秋田県実行委員会委員長（秋田市消防本部消防

長） 

(4) 実施方法 

部隊運用訓練ごとに作成した「訓練後検証票」【別添７－４】に基づき、

事後検証を実施する。  



実施要領 
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第 10 訓練終了式 

 

１ 日時 

令和６年 11 月３日（日） 12 時 00 分から 12 時 30 分まで 

 

２ 場所 【別添８】 

「旧空港跡地」 秋田市新屋町字割山地内 

 

３ 進行 

(1) 訓練参加者入場 

(2) 次第 

    ア 開式 

    イ 黙とう 

    ウ 訓練終了報告 

    エ 講評 

    オ 挨拶 

    カ 終了宣言 

    キ 閉式 

(3) 退場 

 

４ 統一事項 

(1) 服装 

ア  消防機関は活動時の服装とする。 

イ 参加関係機関は各機関で統一する。 

(2) 整列 

ア 整列場所は指定された場所とする。 

イ 後方支援小隊は訓練終了式に参加しない。 

ウ 指揮支援隊、各道県大隊、県内応援隊は、集合場所に 11 時 50 分までに

終了式の隊形で集合し、運営員の指示により部隊ごとに駆け足で入場する

こと。 

エ 関係機関は 12 時 00 分までに、終了式隊形図のとおり整列する。 

(3) 消防機関の敬礼 

ア 指揮支援部隊長、指揮支援隊長、各道県大隊長及び県内応援隊の代表は

挙手注目の敬礼とする。 

イ 隊員は注目の敬礼とする。 

ウ 旗手は旗の敬礼とする。 

(4)  退場 

終了後は指揮支援部隊長、指揮支援隊長、各道県大隊長、県内応援隊の代

表の指示により移動、解散とする。 



 

本部運営訓練会場位置図 

 

秋田県庁第二庁舎 

【11 月２日 秋田県災害対策本部及び消防応援活動調整本部設置・運営訓練】 

【11 月３日 指揮本部及び指揮支援本部設置・運営訓練】 

 

秋田市消防本部 

【11 月２日 指揮本部・指揮支援本部設置・運営訓練】 

 

 

 

 

 

 

 

別添１－１ 

秋田県庁第二庁舎 

出典：国土地理院 WEB サイト(https://maps.gsi.go.jp) 

緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練推進協議会秋田県実行委員会作成 

秋田市消防本部 



①　応援要請のための市町村長の連絡（要請要綱別記様式１－２）
【被災地市町村長　→　秋田県知事】

②　緊急消防援助隊の応援等要請（要請要綱別記様式１－１）
【秋田県知事　→　消防庁長官】

③　出動可能隊数報告及び出動準備依頼（要請要綱別記様式２－１）
【消防庁（広域応援室長）　→　各知事（応援７道県）　→　各代表（代行）消防機関消防長（応援）】

④　出動可能隊数の報告（要請要綱別記様式２－２）
【各代表（代行）消防機関消防長（応援）　→　各知事（応援７道県）　→　消防庁（広域応援室長）】

⑤　緊急消防援助隊の出動の求め又は指示（要請要綱別記様式３－１）
【消防庁長官　→　各知事（応援７道県）　→　応援市町村長】

⑥　応援等決定通知（要請要綱別記様式３－２）
【消防庁長官　→　秋田県知事　→　被災地市町村長】

⑦　出動隊数の報告（要請要綱別記様式２－２）
【各代表（代行）消防機関消防長（応援）　→　応援知事（７道県）　→　消防庁（広域応援室）】

⑧　出動隊数通知（要請要綱別記様式３－３）
【消防庁長官　→　秋田県知事　→　被災地市町村長】

①
様式１－２
応援等要請
のための
連絡事項

⑥
様式３－２
応援等決定
通知

被災地市町村長

⑤
様式３－１
出動の求め
又は指示 ⑦

様式２－２
出動隊数の
報告

⑧
様式３－３
出動隊数
通知 ④

様式２－２
出動可能隊
数の報告

各代表（代行）消防機関消防長（応援）

②
様式１－１
応援等要請

⑥
様式３－２
応援等決定
通知

応援要請・情報伝達基本フロー図

総務省消防庁

秋田県知事 各知事（応援７道県）

⑦
様式２－２
出動隊数の
報告

⑤
様式３－１
出動の求め
又は指示

⑧
様式３－３
出動隊数
通知 ④

様式２－２
出動可能隊
数の報告

各市町村長又は消防本部消防長（応援）

③
様式２－１
出動可能隊
数報告及び
出動準備依
頼

③
様式２－１
出動可能隊
数報告及び
出動準備依
頼

③
様式２－１
出動可能隊
数報告及び
出動準備依
頼

⑦
様式２－２
出動隊数の
報告

④
様式２－２
出動可能隊
数の報告

別添１－２



部隊参集訓練（通過ポイント）会場全体図 

 
 
 

 

別添２ 

釈迦内 PA（上り・下り） 

錦秋湖 SA（下り） 

出典：国土地理院 WEB サイト(https://maps.gsi.go.jp) 

緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練推進協議会秋田県実行委員会作成 

にかほ市消防本部 



       部隊運用訓練会場位置図 

 

旧空港跡地 

【11 月３日 震災対応訓練】 

 

別添３－１ 

出典：国土地理院 WEB サイト(https://maps.gsi.go.jp) 

緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練推進協議会秋田県実行委員会作成 

出典：国土地理院 WEB サイト(https://maps.gsi.go.jp) 

緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練推進協議会秋田県実行委員会作成 



部隊運用訓練　進行指示及び活動情報伝達フロー

消防応援活動

調整本部
（指揮支援部隊長）

航空運用調整班

秋田県

指揮本部

秋田県内消防応援本部
緊援隊指揮支援本部

（指揮支援隊長）

秋田市消防本部訓練運営本部

本部運営班

関係機関調整員

ヘリベース指揮所

航空隊基地

訓
練
統
制
本
部
会
場

訓練進行統制員
（秋田市消防本部）

関係機関

現場到着

現地合同調整所・活動隊

コントローラー

安全管理員
（担当消防本部）

（秋田市消防本部）

航空機

緊急消防援助隊道県大隊秋田県内消防応援隊秋田市消防本部

出動

情報伝達系統

訓練動態系統

部
隊
運
用
訓
練
会
場

指示・報告 ※２日目のみ

災害対応命令

出動先指示・活動報告

災害想定付与

進行調整

進行調整

状況報告

出動・動線指示

状況付与

活動付与

状況付与調整

状況報告

情報共有

現場活動部隊

出動・導線管理員
（訓練担当消防本部）

（秋田市消防本部）

進行調整

関係機関

出動指示

進行調整

進行調整

訓練統制員
（秋田市消防本部）

進行調整

進行調整

別添３－２
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       仮想病院位置図 

 

秋田防災ステーション 

【11 月３日 秋田防災病院（仮称）】 

別添３－５ 

出典：国土地理院 WEB サイト(https://maps.gsi.go.jp) 

緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練推進協議会秋田県実行委員会作成 

出典：国土地理院 WEB サイト(https://maps.gsi.go.jp) 

緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練推進協議会秋田県実行委員会作成 



訓練会場レイアウト図 

 

【11 月３日 旧空港跡地】 

１ 

４ 

２ 

３ 

来賓テント 

一般テント 

別添３－６ 

出典：国土地理院 WEB サイト(https://maps.gsi.go.jp) 

緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練推進協議会秋田県実行委員会作成 

救急隊病院搬送時ルート 

参観者等出入口 

架柱橋（9:00 設置完了） 

北海道・福島県の出動ルート及び救急搬

送ルートとして使用 

※通行不能車両は、併走する通路を走行 

山形県・新潟県 

待機＆部署 

青森県 

部署 

岩手県 

待機＆部署 

宮城県 

待機＆部署 

青森県 

待機 

北海道 

待機 

福島県 

待機 

北海道・福島県 

部署 

車両展示 



後方支援活動訓練及び燃料補給訓練会場位置図 

 

【11 月２日、３日 八橋運動公園】 

 

 

 

 

 

    駐車位置 

    荷下ろし場所（屋内宿営①以外については、場所の指定なし）  

    宿営場所 

    搬入口  

    燃料補給訓練場所 

 

     

 

 

 

 

別添４―１ 

出典：国土地理院 WEB サイト(https://maps.gsi.go.jp) 

緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練推進協議会秋田県実行委員会作成 

屋外宿営 

屋内宿営② 

屋内宿営① 

大型車荷下ろし場所 



殿

隊 人 隊 人

隊 人 隊 人

隊 人 隊 人

隊 人 隊 人

隊 人 隊 人

隊 人

件 件 件

人 人 人

件 件 件

人 人 人

名称 所在地

時 分 ～ 時 分

別記様式２（航空小隊を除く）

緊急消防援助隊活動報告（日報）

消 防 庁 長官

（指揮支援部隊長、指揮支援本部長、航空指揮支援本部長、各部隊長又は大隊長）

報告日時 ○○　　　　年　　　　月　　　　日　（　　　）　　　　　時　　　　分　現在

災害名

活動場所 都道府県 市区町村

隊員の負傷 有　・　無 車両・資機材の損傷 有　・　無

活動内容

種別 時間 活動場所 活動概要（連携活動機関を含む）

上記負傷、損傷
の内容

出
動
隊
の
状
況

隊種別 隊数 隊員数 隊種別 隊数

救助小隊 特殊装備小隊

救急小隊 その他の小隊

合計

隊員数

指揮支援隊 通信支援小隊

指揮隊 航空小隊

消火小隊 特殊災害小隊

人
救助・搬送人数

救
助
・
搬
送
人
員

災害種別 火災 救助 救急 合計

件　数

総計（指揮支援
隊が入力）

人

宿営場所

翌
日
の
活
動
予
定

活動時間

活動場所

活動規模 隊数 隊 隊員数 人

活動内容

報告者
消防本部 氏　名

ＴＥＬ
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１１月２日（土）

県庁、各自治体 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50

及び
各消防機関等

盛岡地区広域 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50

消防組合消防本部
（可搬型衛星地球局）

村上市消防本部 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50

（可搬型衛星地球局）

仙台市消防局 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50

（無線中継車）
（ドローン）

１１月３日（日）
県庁、各自治体

及び 各消防機関等 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50

仙台市消防局
（無線中継車）

旭川市消防本部 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50

（無線中継車）

青森地域広域 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50

事務組合消防本部
（可搬型衛星地球局）

11 12 13 14

映像配信訓練タイムスケジュール

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

20

2011 12 13 14 15

17 18 19

16 17 18 19

17 18 19 2011 12 13 14 15

12 13 14 156 7 8 9 10

12 13 14

15

15

12 13 14

16

震災対応訓練（旧空港跡地）

6 7 8 9 10

6 7 8 9 10

震災対応訓練（旧空港跡地）

映像受信

映像送信4ch

映像送信4ch

映像受信

震災対応訓練（ブラインド会場）

震災対応訓練（ブラインド会場）

震災対応訓練（ブラインド会場）

映像送信4ch

映像送信4ch

15 16

映像送信4ch

11

11

11
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通信体制図

訓練運営本部 消防応援活動調整本部

（指揮支援部隊長）
航空運用調整班

ヘリベース

（秋田空港）

（ヘリベース指揮者）

宿営地

道県大隊等指揮隊

（大隊長・統合機動部隊長）
秋田県内消防応援隊

中・小隊 中・小隊 航空小隊

緊急消防援助隊

指揮支援本部

（指揮支援隊長）

秋田県内消防応援本部

指揮本部

トランシーバー

衛星携帯電話

動態情報システム等

統制波１

衛星携帯電話

衛星携帯電話衛星携帯電話

動態情報システム等

主運用波５

衛星携帯電話

動態情報システム等

統制波１・３

衛星携帯電話

ヘリコプター

動態管理システム

航空波

衛星携帯電話

主運用波５

トランシーバー

署活動用無線機

各道県主運用波

署活動用無線機

トランシーバー

統制波２

統制波１

※１ 防災ヘリ出動（実災害）時、統制波３は使用しないこと。

※２ ドクターヘリ出動（実災害）時、主運用波５は使用せず、他の通信手段を考慮すること。

※３ 無線の輻輳により通信に混乱が生じる等、不測の事態には柔軟に対応すること。

※４ 指揮本部（秋田市消防本部）は、衛星地球局の廃局により、地域衛星通信ＮＷ

（ラスコム回線）の使用不可。

別添６



（Ａ－４サイズとする） 

別添７－１ 



展示車両配置図 

 

【11 月３日 メイン会場】 

 

 

 

別添７－２ 

出典：国土地理院 WEB サイト(https://maps.gsi.go.jp) 

緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練推進協議会秋田県実行委員会作成 

北側から順に 

支援車Ⅰ型（秋田） 

はしご車（秋田） 

重機及び搬送車（いわき） 

津波・大規模風水害対策車（青森） 

中型水陸両用車及び搬送車（大崎） 



駐車場位置図 

 

【11 月３日 メイン会場付近】 

 

 

別添７－３ 

出典：国土地理院 WEB サイト(https://maps.gsi.go.jp) 

緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練推進協議会秋田県実行委員会作成 

来賓駐車場 

一般駐車場 

消防関係者駐車場 

後方支援部隊車両駐車場（11:00 以降、開放） 

来賓テント 

一般テント 



訓練後検証票

訓練項目

訓練担当機関名

【課題・反省点】 【左記の課題・反省点に対する改善策、意見等】

【次年度訓練への要望】

【その他】

別添７－４



訓練終了式会場図 

 
【メイン会場】 

 

 

 

訓練終了式隊形図 
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参 観 テ ン ト 

来    賓 

演台 

▲指揮支援部隊長 ●指揮支援隊旗（札幌市、仙台市、新潟市） ○道県大隊旗 

指

揮

支

援

部

隊 

訓

練

運

営

員 

参

加

関

係

機

関 

秋
田
県
内
消
防
応
援
隊 

北

海

道

大

隊 

青

森

県

大

隊 

岩

手

県

大

隊 

宮

城

県

大

隊 

山

形

県

大

隊 

福

島

県

大

隊 

新

潟

県

大

隊 

緊 急 消 防 援 助 隊 

●●●▲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

出典：国土地理院 WEB サイト(https://maps.gsi.go.jp) 

緊急消防援助隊北海道東北ブロック合同訓練推進協議会秋田県実行委員会作成 

来賓テント 

整列位置 


